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はじめに



パームオイル

アブラヤシの実から絞り採れる油
（パームヤシ）

英名「oil palm（オイルパーム）」

和名「アブラヤシ」



パームオイル

別名

・植物油脂 ・グリセリン
・植物油 ・マーガリン
・界面活性剤 ・ショートニング

など



日本でのパームオイルの用途

マーガリン・
ショートニング
が約３５％

ポテトチップな
どの加工食品
が約３２％



世界の５大植物油
１ パームオイル

２ 大豆油

３ 菜種油

４ ひまわり油

５ パーム核油



世界の油脂事情

パーム
オイル

大豆油

パ
ー
ム
オ
イ
ル

大
豆
油



パームオイルの使用量が最多になった

パームオイル



パームオイルの利点 ～消費急増の背景として～

１ 用途が多い

２ 単収が高い

３ 安価である

４ 供給量が安定

５ 加工食品に向いている



パームオイルの利点 ①

用途が多い
食品から石鹸・化粧品まで



パームオイル使用商品一例



パームオイルの利点 ②

単収が高い
１haあたりの収量が大豆の約１０倍



各植物油の1ha当たり収量

つまり他の植物油を生産する中で、さらなる森林破壊が生じるおそれがあるのです。

©
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ヘクタールの土地に大豆を栽培すると0.36トンの大豆油が採れるが、アブラヤシを植えれば、3.8トンのパーム油を採ることができる。



パームオイルの利点 ③

安価である
・大規模栽培

・安い労働力



大規模なオイルパームの
プランテーション
（マレーシア）

多くの外国人労働者
が働いている



パームオイルの利点 ④

供給量が安定している
１年中収穫できる



・1本のアブラヤシから2週間に1回２～3房を

収穫できる。

・マレーシア国内平均で、年間約20t/haの収量

・大豆油のように季節に左右されない



パームオイルの利点 ⑤

加工食品に向いている
・常温で液体と固体の間

・酸化しにくい



パームオイルが加工食品に向いている理由

パームオイルは液体と固体の中間
↓

精製後は酸化しにくく味も風味も変わらない
↓ 

加工食品にうってつけ



以上見てきたように、パームオイルは

用途が多い

安価に製造可能

大量生産可能



今後もパームオイルの消費量は増えるだろう



課題研究を通して思ったこと
パームオイルはマレーシアにとって大事な経済発展の糧

先進国では消費行動をどう変えていくべきか…

ハリネズミのジレンマのようだと思った

パームオイルはとても便利なので消費量を減らすことはできないかも…
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